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257
まちのスケジュール

町の人口　4,200人（前月比+21人）  世帯数1,961戸　R8.5.1 現在

オレンジカフェ（赤名福島邸）
住民健診（谷笑楽校）

住民健診（小田体育館）

住民健診（赤名改善センター）〈～19日〉

住民健診（保健福祉センター）〈～24日〉

オレンジカフェ（つがか工房）

住民健診（さつき会館）

オレンジカフェ（上赤名会館）

健康にい～にゃん週間〈～23日〉

国民健康保険料納期限
後期高齢者医療保険料納期限
固定資産税納期限

しまね家庭の日

はぴこ無料結婚相談会（役場本庁舎）※予約制
きじま里山講座ホタル観察会（ふるさと回想館）
halfナイトウォークラリー（さつき会館）

国民健康保険料納期限
後期高齢者医療保険料納期限
町県民税納期限

飯南町消防団夏期訓練（頓原防災拠点施設）

マイトリーコンサート「in the sun」（来島交流センター）

ポピー祭（東三瓶フラワーバレー）

人権学習＋α（谷笑楽校）

頓原中学校区小中学校合同音楽会（頓原中体育館）
赤来中学校区小中学校合同音楽会（赤来中体育館）

きじま寄席　桂弥っこ公演（来島交流センター）

しば餅づくり（来島交流センター）

スマホで
広報誌を
読んでみ
ませんか

　

来
島
公
民
館「
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
」に
参
加

し
た
飯
南
高
校
生
。県
外
か
ら
の
入
学
生

は
、初
め
て
の
経
験
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

タ
ケ
ノ
コ
が
な
か
な
か
掘
れ
ず
苦
戦
す

る
場
面
で
は
、地
域
住
民
が
お
手
伝
い
。「
出

身
は
ど
こ
」「
何
部
に
入
っ
た
の
」な
ど
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
、爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。（
４
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

ほっと。Café（来島保健センター）〈毎週火・水・金曜日〉
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W
e
b
シ
ス
テ
ム
開
発
、D
X
支
援
な
ど
を

手
掛
け
る
株
式
会
社
イ
―
グ
リ
ッ
ド（
出
雲

市
）で
、Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
い
、多
様
な
視
点
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
D
i
v
．部
長
と
し
て
活
躍
す

る
山
室
真
里
子
さ
ん（
40
歳
）。

　

様
々
な
経
験
を
積
み
た
い
と
考
え
、現
在

の
会
社
に
就
職
す
る
以
前
は
、バ
イ
ヤ
ー
、営

業
職
な
ど
多
様
な
業
種
に
就
い
て
き
た
と
い

い
ま
す
。

　
「
多
角
的
な
視
点
を
持
ち
、双
方
的
な
判
断

力
を
身
に
つ
け
た
い
。そ
の
た
め
に
は
、幅
広

い
経
験
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
」と
山
室

さ
ん
。「
自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
ス
キ
ル
を
手

に
入
れ
ら
れ
る
か
」を
考
え
な
が
ら
仕
事
を

選
ん
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
勤
務
し
て
い
る
I
T
企
業
に
も
未
経

験
で
入
社
し
、勉
強
し
な
が
ら
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
て
き
た
山
室
さ
ん
。幅
広
い
物

事
に
関
心
を
持
ち
、学
び
続
け
る
姿
勢
は
、祖

父
の
お
か
げ
だ
と
い
い
ま
す
。

　
「
祖
父
は
博
識
で
、色
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
人
で
し
た
。植
物
や
歴
史
の
話
な
ど
、

様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。幼
い
頃
か

ら
、祖
父
の
話
を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
は
管
理
職
と
し
て
、エ
ン
ジ
ニ
ア
、デ

ザ
イ
ナ
ー
な
ど
多
様
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
山
室
さ

ん
。

　
「
多
様
な
職
種
の
力
を
組
み
合
わ
せ
、新
し

い
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
仕
事
。新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
や
、お
客
様
の
経
営
支
援
に

及
ぶ
こ
と
も
。正
解
が
な
い
の
で
大
変
だ
が

面
白
い
」と
微
笑
み
ま
す
。

豊
か
な
経
験
が
人
生
を

切
り
拓
く

58
このまちに住んで
いようと、なかろう
と、ルーツをたどれ
ば飯南町。生まれや
育ちは違っても、飯
南町に縁やゆかり
がある。そんな人た
ちを紹介します。今
回登場した人が次の
人を指名。つながり
続くよどこまでも。

野萱出身、飯南高卒業。
島根県立大学を卒業
後、京都の商社に就職。
結婚を機に島根にJター
ンし、現在はシステム・
ソフトフェア開発等を
手掛けるIT企業で活躍
（出雲市在住）。

転職を通して経験を積んできたこと
で、一生続けられる仕事に出会えた
という山室さん。「働くスタッフ1人ひ
とりにメリットがあり、個人も会社も
成長できる循環を作りたい」と、管
理職としての目標を話します。

特集  車も自転車もルールを守って安全に

「ようこそ」が響く、春の山

5
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笑顔と誇りを未来へつなぐまち  飯南

山室　真里子
（旧姓：安部）

やま むろ ま　り　こ



ルール
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車も自転車も を守っ て安全に
5月は自転車マナーアップ運動月間

　令和8年4月、道路交通法の一部改正により、
車や自転車の交通規定が変わりました。
　ルールを知っておかないと、思わぬことで罰則
や反則金の対象になる可能性も。歩行者、車、自
転車がお互いに安全に通行できるよう、交通
ルールを学び、より一層の理解を深めましょう。

　

令
和
8
年
4
月
か
ら
、交
通
反
則
通

告
制
度（
い
わ
ゆ
る
青
切
符
制
度
）の

適
用
対
象
が
、自
動
車
だ
け
で
は
な
く

自
転
車
に
も
広
が
り
ま
し
た
。

　

近
年
、全
国
的
に
自
転
車
に
関
す
る

交
通
事
故
件
数
や
交
通
違
反
の
検
挙

件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。取
り
締
ま

り
時
の
書
類
作
成
や
、取
り
調
べ
な
ど

の
警
察
側
の
手
続
き
を
簡
略
化
す
る

た
め
、自
転
車
の
青
切
符
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。と
は
い
え
、今
回
の
青

切
符
制
度
の
導
入
は
、罰
則
の
強
化
を

目
的
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、自
転
車

が
関
わ
る
事
故
の
抑
止
を
図
る
た
め

の
も
の
で
す
。

　

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
は
こ
れ
ま

で
と
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、思
わ
ぬ

交
通
事
故
を
防
ぎ
、交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
安
全
に
運
転
す
る
こ
と
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

青
切
符
は
16
歳
以
上
の
運
転
者
が

対
象
。16
歳
未
満
は
、原
則
と
し
て
指

導
警
告
で
の
処
理
と
な
り
ま
す
。

　

車
道
で
、車
が
自
転
車
を
追
い
抜
く
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。車
側
と
自

転
車
側
の
双
方
に
対
す
る
規
定
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
9
月
1
日
か
ら
、生
活
道
路
で
の
自
動
車
の
法
定
速
度
が
、時
速

60
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
時
速
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
生
活
道
路
と
は
、主
に
地
域
住
民
が
日
常
生
活
に
利
用
す

る
、中
央
線
や
中
央
分
離
帯
な
ど
が
無
い
狭
い
道
路
で
す
。

　

車
が
自
転
車
の
右
側
を
通
過
す
る

時
は
、で
き
る
限
り
十
分
な
間
隔（
1

メ
ー
ト
ル
程
度
）を
空
け
ま
し
ょ
う
。

　

1
メ
ー
ト
ル
程
度
の
間
隔
が
確
保

で
き
な
い
場
合
は
、時
速
20
〜
30
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
徐
行
運
転
を
。

9
月
か
ら
自
動
車
の
法
定
速
度
が

変
わ
り
ま
す
！

　

車
が
自
転
車
の
右
側
を
通
過
す

る
時
、で
き
る
限
り
車
道
の
左
端

に
寄
っ
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

必
要
以
上
に
車
道
側
に
広
が
っ

て
走
行
し
な
い
こ
と
も
交
通
規
定

に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

《
法
定
速
度
は
、標
識
が
無
く
て
も
適
用
さ
れ
ま
す
》

《
対
象
と
な
る
生
活
道
路
の
例
》

こ
ん
な
こ
と
を
す
る
と
違
反
で
す
！

車
道
の
右
側
を
走
行
す
る
・

歩
道
を
走
行
す
る

《
違
反
し
や
す
い
反
則
行
為
の
例
》

●車道の左側を走行しましょう。
●標識があるなど、例外的に歩道を
走行する場合は徐行を。

ス
マ
ホ
を
操
作
し
な
が
ら
運
転
・

お
酒
を
飲
ん
だ
後
の
運
転スマホ操作や飲酒によって、急な飛

び出しに反応が遅れる、バランスを
崩すなど危険です。

信
号
無
視
を
す
る
・

標
識
の
あ
る
交
差
点
で
一
時
停
止
し
な
い

●信号は守りましょう。
●一時停止標識では止まり、左右の
確認を。

イ
ヤ
ホ
ン
を
付
け
て
運
転
・

傘
を
差
し
な
が
ら
運
転

車や歩行者の動きに気づくのが遅
れ、重大な事故を起こす危険があり
ます。

●
自
転
車
に
も
青
切
符
導
入

●
自
転
車
を
追
い
抜
く
時
の
ル
ー
ル
が
変
更

車
側

自
転
車
側

改正前

改正後

時速60キロメートル

時速30キロメートル

1メートル程度

反則切符

青切符

民家・商店が多い道

坂道など見通しの悪い道

通学路

急がず
ゆっくり

車と同じ
左側通行

右見て
左見て

警視庁
ホームページ

反則行為は
他にも。
自転車ルール
ブックはこちら

規定に違反すると、車にも自転車にも罰則があります。



普段歩かない道から見る景色は新鮮

　頓原公民館主催の「春のウォーキング大会」が開
催されました。毎年恒例のウォーキング企画。今年
は寺沢地区の約5.3キロメートルを、ノルディック
ポールを使用して散策しました。　
　コースの途中では、地域の歴史に詳しい柳原陽二さ
ん（寺沢）からお話を聞いたり、植物を観察したりしな
がら春の散策を楽しみました。

4月19日●日 寺沢地区

おいしいタケノコを探せ

タケノコ掘り

初めての田植えに挑戦

獅子地区田舎体験
地域の魅力を歩いて巡る

春のウォーキング大会
普段は立ち入ることのできないダム内部へ

志津見ダム貯蔵酒搬入

ひといきいき

地域住民など約30人が搬入作業を行いました

　志津見ダムと周辺の地域資源を知ってもらうこと
を目的に、「志々を元気にする会」の企画でダム貯蔵
酒が志津見ダムへ搬入されました。
　ダム内の温度は平均11度。日本酒の低温熟成に
適していることから、平成27年度から日本酒を貯蔵
しています。今年度は、ダム貯蔵酒（日本酒）約700
本を搬入しました。

4月26日●日 野萱地区

4月24日●金 志津見ダム5月3日●日 獅子地区

力を合わせて掘り出しました

　来島公民館主催の「タケノコ掘り」が開催され、小
学生や飯南高校生など約20人が参加しました。
　土から顔を出したタケノコを見つけると、歓声を
上げる子ども達。慣れない鍬の扱いに苦戦しながら
も、力いっぱいタケノコを掘り起こしていました。
　下山後はタケノコご飯と山菜の天ぷらで昼食。春
の味覚を味わいながら、交流を楽しみました。

絢爛豪華に咲き誇る

第51回飯南町ぼたんまつり

　5月上旬から色鮮やかなボタンが咲き始め、赤名観光
ぼたん園周辺では「ぼたんまつり」が開催されました。
　10日のメインイベント日には、よさこいや神楽の公
演があり、会場周辺は多くの来場者で賑わいました。
　赤名観光ぼたん園では130品種２万5千本を超え
るボタンを栽培。来場者は色鮮やかに咲き誇る大輪
のボタンを楽しんでいました。

５月上旬～５月10日●日 ぼたん園及び役場職員駐車場周辺

慎重に田植機を運転する学生

よさこいで盛り上がる会場満開のボタンを楽しむ大勢の来場者

　島根大学生物資源科学部の学生と獅子地区の住
民が、田植え作業を通して交流しました。
　今年で11年目となる田舎体験。参加した学生等
15人は、順番に田植機の運転を体験。初めての作業
に歓声が上がりました。
　10月には同地区での稲刈りも予定。学生たちは実
りの秋を今から楽しみにしていました。
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ちいさい春みぃつけた

自然と遊ぼう！春の植物観察

4月26日●日 谷笑楽校

植物の名称などをクイズ形式で学びました

　ウォーキングしながら自然を五感で味わう植物
観察会が、谷公民館主催で開催されました。
　谷笑楽校から谷八幡宮の間を歩き、ガイドの荻野
英明さん（井戸谷）の案内で、春に咲く花や植物などを
観察。毒があって注意が必要な草花などを学びまし
た。散策後は、タラの芽の炊き込みご飯など山菜料理
を堪能し、春を存分に味わう会になりました。

新緑に囲まれて

地元の山ハイキング！

5月9日●土 瀬戸山城跡

ギンリョウソウなど春の草花も楽しみながら山頂を目指しました

　地元の歴史を学びながら交流を深めることを目
的に、赤名公民館主催の「地元の山ハイキング」が開
催され、約30人が参加しました。
　戦国時代、尼子氏本城・月山富田城（安来市）を防衛す
る重要拠点と位置づけられていた瀬戸山城。地元の歴
史に詳しい住民らがガイドとなり、現在も残る石垣や土
塁の跡などを観察しながらハイキングを楽しみました。

くわ



役 場 通 信

海外留学推進における連携協定 ５月８日●金
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つのまちづくり重点政策5飯南町 創造力のある未来の人づくり 誰もが健やかな暮らしづくり誇れる産業と仕事づくり 安心して暮らせる環境づくり 協働で進めるまちづくり

　
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
」こ
と
が
で
き
る

飯
南
町
を
目
指
す
た
め「
飯
南
町

認
知
症
を
理
解
し
寄
り
添
う
ま
ち

づ
く
り
条
例
」を
制
定
し
、取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

●
認
知
症
は
誰
も
が
な
り
得
る

　

身
近
な
病
気

　

町
、住
民
、事
業
所
、関
係
機
関

が
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
、認

知
症
と
診
断
さ
れ
た
方
や
そ
の

家
族
に
寄
り
添
え
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。

●
認
知
症
に
関
す
る
町
の
取
組

人
材
の
育
成
と
正
し
い
知
識
の
普
及

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

を
積
極
的
に
推
進
・
研
修
会
や
普

及
活
動
な
ど

認
知
症
予
防

　

生
活
習
慣
病
予
防
・
健
康
診
断

の
受
診
勧
奨
・
運
動
習
慣
指
導
な
ど

本
人
と
そ
の
家
族
へ
の
支
援

　

相
談
や
交
流
の
た
め
の
環
境

づ
く
り
・
認
知
症
の
進
行
に
応
じ

た
適
切
な
早
期
支
援
な
ど

■
条
例
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

確
認
で
き
ま
す
。

　

保
健
福
祉
課

7
2
・
1
7
7
0

飯南町認知症を理解し寄り添うまちづくり条例

　

赤
来
中
学
校
長
、頓
原
中
学
校

長
を
歴
任
し
た
森
山
嘉
道
さ
ん

（
頓
原
）が
、瑞
宝
双
光
章
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

森
山
さ
ん
は
、昭
和
35
年
4
月

か
ら
平
成
10
年
3
月
ま
で
の
38

年
に
わ
た
り
、小
中
学
校
教
諭
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。豊
富
な
経
験

と
卓
越
な
る
見
識
を
も
ち
、島
根

県
や
本
町
の
教
育
向
上
に
注
力

し
、教
育
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

森
山
さ
ん
は「
38
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
教
員
生
活
を
続
け
て

き
た
こ
と
が
、今
回
の
叙
勲
に
つ

な
が
り
大
変
光
栄
。様
々
な
思
い

出
が
あ
り
感
慨
深
い
で
す
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

瑞宝双光章を受章
　

５
月
に
着
任
し
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
紹
介
し
ま
す
。

【
業
務
】　

地
域
協
力
活
動
×
I
T
リ

ス
キ
リ
ン
グ

●
君
塚　

月
奈
さ
ん（
東
京
都
か
ら
）

　

地
域
の
魅
力
や
人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、飯
南
町
を
さ
ら

に
活
気
あ
る
地
域
に
し
て
い
け
る
よ

う
、皆
さ
ま
の
お
力
も
お
借
り
し
な
が

ら
頑
張
り
ま
す
。

●
宮
本　

雅
也
さ
ん（
大
阪
府
か
ら
）

　

幼
い
頃
か
ら
体
を
動
か
す
こ
と
が
大

好
き
で
す
。持
ち
前
の
体
力
を
活
か
し
、

地
域
の
皆
様
と
共
に
元
気
に
活
動
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

●
和
田　

真
弥
さ
ん（
松
江
市
か
ら
）

　

保
育
士
と
し
て
培
っ
た
対
話
力
や

支
援
経
験
を
生
か
し
、一
人
一
人
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、I
T
学
習
や
将
来
へ

の
挑
戦
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
地
域
協
力
活
動
×
I
T
リ
ス
キ
リ
ン

グ
協
力
隊
の
業
務
内
容
】

　

農
業
・
観
光
・
教
育
分
野
な
ど
で
、外

部
人
材
の
視
点
や
、I
T
技
術
を
生
か

し
た
取
組
を
行
う
団
体
・
事
業
所
等
と

連
携
し
な
が
ら
、地
域
課
題
の
解
決
を

目
指
し
ま
す
。

地域おこし協力隊を紹介

　

フ
ィ
ジ
ー
共
和
国
で
日
本
人

向
け
教
育
機
関「
フ
ィ
ジ
ー
英
語

留
学
カ
ラ
ー
ズ
」を
運
営
す
る

C
O
L
O
R
 Y
O
U
R
 L
IF
E 

PT
E.LT

D
.

と
、株
式
会
社
ア
ー

ル
イ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
と
の
3
者
で

連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
「
フ
ィ
ジ
ー
英
語
留
学
カ
ラ
ー

ズ
」は
、英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
習
得
に
加
え
、

探
求
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、現

地
活
動
な
ど
の
多
様
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
受
講
可
能
。フ
ィ

ジ
ー
教
育
省
か
ら
認
定
を
受
け

た
語
学
学
校
で
す
。

　

町
は
今
年
度
か
ら
飯
南
高
校

生
の
フ
ィ
ジ
ー
留
学
支
援
を
検

討
中
。留
学
を
通
し
て
多
様
な
学

習
機
会
を
創
出
し
、こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
抜
く
創
造
力
の
あ

る
人
材
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

ダ
イ
ニ
チ
工
業（
株
）

代
表
取
締
役
社
長　

吉
井　

唯
様

寄
贈
品　

業
務
用
石
油
ス
ト
ー

ブ
14
台
・
加
湿
器
４
台

（
約
1
2
0
万
円
相
当
）

　

同
社
は
昭
和
39
年
石
油
燃
焼
機

器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
新
潟
県
三
条

市
に
創
立
。革
新
的
な
技
術
で
独
自

の
製
品
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

　

研
究
開
発
か
ら
製
造
、営
業
、物

流
、サ
ー
ビ
ス
ま
で
を
一
貫
し
て

自
社
で
行
い
、ス
ピ
ー
ド
感
の
あ

る
確
か
な
も
の
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

寄
贈
品
は
、小
中
学
校
へ
配
備

す
る
と
と
も
に
、災
害
時
の
備
え

と
し
て
活
用
し
ま
す
。

企業版ふるさと納税  企業紹介

　

障
が
い
者
の
福
祉
に
つ
い
て

の
相
談
は「
身
体
障
が
い
者
・
知

的
障
が
い
者
相
談
員
」に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

身
体
・
知
的
障
が
い
者
相
談
員

は
、町
の
委
嘱
を
受
け
、障
が
い
の

あ
る
人
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
の

様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
す
べ
て
無
料
で
、内
容
な

ど
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
身
体
障
が
い
者
相
談
員

　

伊
藤
厚
志
さ
ん（
角
井
）

●
知
的
障
が
い
者
相
談
員

　

三
上
昭
彦
さ
ん（
赤
名
）

　

相
談
を
希
望
す
る
人
は
福
祉
事

務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

福
祉
事
務
所

7
2
・
1
7
7
3

身体・知的障がい者相談員紹介

小中学校へ配備される大型ストーブと加湿器

フィジー英語留学カラーズ代表の多田祐樹さん（左）と塚原町長

（
株
）ト
ー
ワ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役　

佐
藤　

譲
様　

寄
附
額
１
０
０
万
円

　

同
社
は
昭
和
62
年
出
雲
市
に
創

立
。人
の
和
を
大
切
に
し
、地
域
社

会
の
明
日
を
見
つ
め
、無
限
の
可

能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
総
合
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
す
。

　
「
他
社
が
ま
ね
で
き
な
い
こ
と

を
や
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、よ
り

高
い
品
質
の
確
保
と
最
新
技
術

へ
の
挑
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
３
月
に
は
、飯
南
町

内
に
営
業
所
を
開
設
。本
町
の
災

害
復
旧
工
事
に
も
速
や
か
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

企業版ふるさと納税  企業紹介

４月22日に感謝状を贈呈しました

問

問

町ホームページ

地域協力活動に加え、
ITスキルの習得を行います

【
活
動
拠
点
】

　

町
と
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定

を
結
ぶ
I
T
企
業（
株
）L
U
L
L
と

（
一
社
）離
島
百
貨
店
が
、町
内
に
新
た

な
会
社「Local Im

pact D
esign

飯
南（
株
）」を
設
立
。協
力
隊
を
雇
用

し
、地
域
協
力
活
動
や
I
T
ス
キ
ル
研

修
を
行
い
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル

イ
ン
パ
ク
ト

デ
ザ
イ
ン



…日時《記号の説明》 …場所 …対象 …内容 …締切 …問合せ

●飯南病院   72-0221 ●来島診療所   76-2309 ●保健福祉センター   72-1770

まち お ち 箱ゃもの健康コラム
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飯南病院便り

保健福祉センター便り

８０２０・７０２２・６０２４よい歯の表彰式を行いました！
　よい歯の表彰は、生涯を通じた歯と口の健康づくりを啓発・推進
し、口腔ケアへの意識向上が目的です。３月２６日(木)に保健福祉
センターで表彰式を行い、飯南病院歯科口腔外科の三上隆浩先生
を交えて意見交換会を行いました。
　参加された表彰者の皆さんは、定期的な歯科受診があり、歯の磨き
方の指導を受けて実践されています。また、ご飯を美味しく食べ続ける
には、歯と口を大事にしなければいけないというお話も聞かれました。

　歯と口の健康は、糖尿病や心臓病、認知症など全身の健康に関係することが分かっています。高齢者に限らず、
小さい頃から口腔ケアを継続することが大切です。　
　年1回以上の歯科健診で、歯を失う主な原因である歯周病・むし歯を早期発見し、かかりつけ歯科医院をもって、
毎日の歯みがきと生活習慣などのセルフケアを続け、口腔機能向を目指しましょう。

　谷地区の集落支援員の置名です。昨年、神奈川県から島根県へＵ
ターンし、このたび谷地区で活動させていただくことになりました。
　実は谷地区は、わたくしの母方のご先祖様に所縁ある場所でもあ
ります。
　今から約840年前、源平合戦の折、平清盛の甥・平教経（のりつ
ね）の子を身ごもった奥方が、８人のお供に守られ、命からがら谷地
区の程原にたどり着き、そこで男の子を生みます。その子はのちに
「程原入道」と名乗り、私の母方の家系はその子孫であると代々伝え
られてきました。当時の谷地区の方々の温かい気持ちと勇気があっ
たからこそ、今の自分があることを感じずにはいられませんでした。
　着任先の谷笑楽校の敷地には「優便ポスト」が設置されていま
す。これは、もう会えない人へ手紙を届けるための特別なポストで、
時を超えて気持ちを伝えることができる、そして奇跡が起こる場所
です。この地のご先祖様に日々感謝を伝え、恩返しとして、地域の皆
さんの心からの笑顔を引き出せるよう活動していきたいと思ってい
ます。よろしくお願いいたします。

４月１日に着任しました

縁の深い「入道神社」の前で谷笑楽校周辺の草刈り

みんなでつくる!

笑顔あふれる飯南暮らし

今回は集落支援員の置名が、活動をレポート

「笑顔あふれる飯南暮らし」をテーマに、各地域で取組まれている活動を取り上げていきます。

“山あり 谷あり 笑いあり” 谷笑楽校から笑顔を発信中

すがすがしさを感じに、山へ行く

コラム

　飯南町に来て楽しんでいることのひとつに登山がありま
す。山ごと、季節ごとに様子が変わるのが登山のおもしろいポ
イント。三瓶山は四季をすべて経験しました。夏は新緑と青
空、秋は山頂一面にフワフワと広がるススキ畑、冬は1メートル
以上積もった雪の上をスノーシューで。早春には、木々が葉を
落としていたので日の光が入って視界が広く、草深いいつもの
三瓶山の雰囲気とは違う風景でした。
　誰かと一緒に行くときは、一列に連なって顔を見合わせず
に登るので、高揚感でついついしゃべりすぎることも。一人で
行っても、山頂でゆっくりとした時間を過ごせます。下山後に
山の駅さんべでアイスクリームを食べてさんべ荘で汗を流す
と、無事に戻ってきた達成感とほど良い疲れを感じます。
　観光協会や公民館の主催で、山に登るイベント（趣向を凝
らしたものが多くて楽しい）が多く開催されていて、山を身近
に感じる事ができるのが飯南町の素敵なところです。暖かく

なり本格的に山を楽しめる時期になったので、登山イベント
に参加してみてはどうでしょうか。
　個人で楽しむ程度で、楽しい山登りライフをこれからも続
けていきたいと思います。

来て、見て、知った! 飯南町のこと（7）
まちづくり推進課の神谷です。（株）AKOMEYA TOKYOから、
国の企業人材派遣制度を利用して、令和6年度から飯南町役場に勤務しています。

ア　コ　メ　ヤ ト　ウ　キ　ョ　ウ

一面のススキをひとり占め 足が雪に沈んでいくので体力を
使いました

田んぼはエライよ!?

　晴れた日に海を越えて遠く北に目をやると、隠岐島
前の西端がうっすら見える。そんな島根半島の北端の
集落に長男として生まれた私。当然の如く？祖母には溺
愛され「ウチの田んぼも山も家も全部お前のものだけ
んね。」と、喜んでいいのか、どうなのかもわからないま
ま日々繰り返し刷り込まれ、田舎特有の伝統行事やお
祭りなど、もれなく参加させられ育ったためか、地元へ
の思い入れは嫌でも強くなる。
　今の時代にはそぐわないが、これが長男教育という
ものなのだろう。そんな教育のおかげ？か、今の私の
生活では、医師としての仕事に加えて、週末は実家の
農作業に勤しむことが自然と日常になっている。特に
春からの田んぼはかなり「エライ=しんどい」。
　以前は田植えや稲刈りの時だけの一時的な手伝い
でお茶を濁していたのだが、両親とも80歳を過ぎ、体
力の衰えとともに、力仕事や負担の大きい作業を引き
継ぎながら、年間を通じて関わらざるを得なくなって
きた。といっても農作業は嫌いではない。農機具の扱

いにも慣れてきた。身体
はきついが、自然の中で
無心で繰り返す作業、冷
たいお茶のうまさ、自給
の喜びや達成感、ストレ
ス解消、地域継承、生命
を実感する時間。なんと
なく農業と医療は根本
で繋がっているような考
えにまで至る。そういっ
た意味で、田んぼは「エライ=偉い」と思う。
　しかし、そう遠くない将来、親亡き後、農業と医療の
二足のわらじで継続していく自信は全くないし、長男
教育などに縁のなかった我が息子には想像もつかな
いだろう。地元愛と現実の狭間で私の葛藤はループ
するのだ。「まあ、やれるだけやるしかないか。」そんな
ことを自分に言い聞かせつつ、今週末も実家の田んぼ
に向かう。

飯南町立飯南病院 院長　角田　耕紀

きます。

【令和７年度の表彰者】
●島根県の表彰：8020の部  ４人
●飯南町の表彰：7022の部  ６人・6024の部  ６人

６月４日から10日の一週間は、「歯と口の健康週間」です

おき　な
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…日時《記号の説明》 …場所 …対象 …内容 …締切・期限 …問合せ

　取引や証明に使用する計量器（はかり等）は、法律に
より２年に１回、定期検査を受けることが使用者に義務
づけられています。
　取引等で計量器を使用する場合は、必ずいずれかの
会場で検査を受けてください。
※初めて検査を受ける場合は、担当課までご連絡ください。
●当日所持品
計量器、検査手数料（現金又は各種キャッシュレス決済）
※詳細は、町ホームページを
　ご確認ください。

産業振興課　商工観光振興室　　７６-２２１４

計量器定期検査手当額の改定
児童扶養手当・特別児童扶養手当・特別障害者手当・障害児福祉手当

まめネットをご存じですか？

●このような人におすすめです

●詳しくはこちらまでお問い合わせください

町ホームページ

10時30分～11時30分

13時～15時

10時30分～11時30分

13時～15時

来島交流センター

赤名農林会館

保健福祉センター

月　日 時　　間 検査場所

６月25日（木）

６月26日（金） ※11時30分～13時は受検でき
ませんのでご注意ください。

問

　気象庁と国土交通省は、５月２９日
に新しい防災気象情報の運用を開始
します。情報名称が変わるため、内容
を確認し、いざという時の行動に備え
てください。

●警報・注意報に「レベル」が付記されます
　（旧）「大雨警報」→（新）「レベル３大雨警報」
●河川の氾濫の危険度の伝え方が変わります（レベル5氾濫特別警報の新設など）
　（旧）「洪水警報」
　洪水予報河川・水位周知河川※1 →（新）「レベル３氾濫警報」
上記以外の河川→（新）「レベル３大雨警報」
※1国土交通省または都道府県と共同で発表する洪水予報の対象河川
　　（飯南町には該当する河川はありません）
●警戒レベル４相当は「危険警報」として発表
　（旧）「土砂災害警戒情報」→  （新）「レベル４土砂災害危険警報」

５月29日から防災気象情報が新しくなります

…期間

　夏休みを利用して「しまね短期仕事体験」に参加しま
せんか。自己分析や業界研究に役立つことはもちろん、
島根で働くイメージをつかむことができます。
大学（院含む）、短期大学、高等専門学校、専修学校
等に在学中の学生
８月～９月の３日以上
対面・オンライン

　※交通費、宿泊費助成あり（条件あり）
（一次）６月１５日（月）・（二次）６月２９日（月）
※詳細はＨＰでご確認ください。
ジョブカフェしまね　０１２０-３４-０４５１

仕事体験参加学生募集

ジョブカフェ
しまねHP問

対

　福祉職場への就職を希望する求職者や学生を対象
に、求人情報の提供や仕事相談を行います。
６月１６日（火）13:30～15:30
ハローワーク雲南（雲南市木次町里方514-2）
島根県社会福祉協議会（島根県福祉人材センター）

　　０８５２-３２-５９５７

福祉職場相談会

問

令和8年4月
～

手当の額（月額）

児童扶養手当
全部支給
一部支給
児童２人以上の加算額

１級
２級

48,050円
11,340円～48,040円
5,680円～11,350円

30,450円
16,560円
58,450円
38,930円

特別障害者手当
障害児福祉手当

特別児童扶養手当

●受給資格
　父母の離婚などにより父（母）と生計をともにしてい
ない児童（18歳未満）の母（父）、または父（母）が身体な
どに重度の障がいがある児童の母（父）あるいは父母に
かわってその児童を養育している人。

●受給資格
　身体または精神に著しく重度の障がいがあるため、
日常生活で常時特別な介護を必要とする20歳以上の
人。
※対象者が次の事項に該当する場合は、手当は支給さ
れません。
　・社会福祉施設等に入所している人
　・病院に継続して３カ月を超えて入院している人
※原爆介護手当を受給している人には、特別障害者手
当を調整して支給します。

●受給資格
　身体または精神に著しく重度の障がいがあるため、
日常生活で常時特別な介護を必要とする20歳未満の
児童。
※対象児童が次の事項に該当する場合は、手当は支給
されません。
　・障がいを事由とする公的年金を受けることができる
場合

　・児童福祉施設等に入所している場合

●受給資格
　身体・知的・精神に一定の障がいがある20歳未満の
児童を養育している父母または養育者。
※対象児童が次の事項に該当する場合は、手当は支
給されません。
　・障がいを事由とする公的年金を受けることができる
場合

　・児童福祉施設等に入所している場合

児童扶養手当

特別児童扶養手当

特別障害者手当

障害児福祉手当

　今回紹介した手当制度の
受給資格には、該当する障が
いの程度に基準があり、所得
制限等が定められています。
　受給資格に該当すると思
われる場合は、申請される前
に一度ご相談ください。
福祉事務所 72-1773問

　まめネットとは、まめネットカードをお持ちの県民の皆さんの診療情報を
医療機関等で共有するネットワークです

・高齢の人・持病やアレルギーがある人
・複数の医療機関を受診している人
・在宅訪問系サービスを受けている人（訪問介護など）

左のステッカーがある
医療機関で登録がで
きます　 NPO法人しまね医療情報ネットワーク協会 0853-22-8058問

気象庁
ホームページ

気象庁ホームページの
特設ページでは、新たな
防災気象情報に関する
資料が掲載されていま
すのでご確認ください。

河川氾濫
１級河川などの
大河川の氾濫

大　雨
低地の浸水や
大河川以外の氾濫

土砂災害
急傾斜地の

がけ崩れや土石流

高　潮
（警戒レベルごとの）住民がとるべき行動

命の危険直ちに安全確保！

危険な場所から全員避難

避難に時間を要する人は早めに避難、避難の準備など

災害への心構えを高める

避難行動を確認
（避難場所や避難ルート、避難のタイミングなど）

海水面の上昇や
波の打上げによる浸水

警戒レベル
５相当

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

レベル５
高潮特別警報

警戒レベル
４相当

レベル４
氾濫危険警報

レベル４
大雨危険警報

〈 警戒レベル４までに危険な場所から かならず避難！ 〉
レベル４

土砂災害危険警報
レベル４

高潮危険警報
警戒レベル
３相当

レベル３
氾濫警報

レベル３
大雨警報

レベル３
土砂災害警報

レベル３
高潮警報

警戒レベル
２

警戒レベル
１

レベル２
氾濫注意報

レベル２
大雨注意報

レベル２
土砂災害注意報

早期注意情報

レベル２
高潮注意報

主な変更点



くらしの 掲 示 板くらしの 掲 示 板

2026.5（No.257） 1213

72-0147頓原精機株式会社

ラインオペレーター
◎月175,000～200,000円 １人フル

１人パートラインオペレーター
◎時1,200円72-0006（株）一福

ホール業務全般（レジ、接客、洗い場、簡単な仕込み他）
◎時 平日1,033円、土日祝1,083円 ２人パート

２人パート製造作業（製麺、製粉、つゆ）、出荷作業、その他
◎時平日1,033円

76-3711オージェイケイ株式会社  島根工場

倉庫業務（フォークリフト運転あり）
フォークリフト運転技能者
普通自動車運転免許（AT可）
◎月173，500～264，500円

１人フル

2人フル

１人フル

プラスチックシート製造オペレーター
◎月233，500～324，500円

生産工程管理事務員
◎月173，500～243、500円

１人フル一般事務員（製造データ入力等）
◎月173，500～249，500円

73-0002（有）志都の里　うぐいす茶屋

ホール業務全般（レジ、接客、洗場、仕込等）
◎時 土日祝1,080円 2人パート

72-0097飯南町地域づくり協同組合

派遣先により命ぜられた業務
（農業・製造業・サービス業等）
◎月180,000～228,000円

２人フル

73-0131（株）ニチフレ島根

生産技術（機械修理保全・治工具作製）、
品質保証（検査）、製造（素材生産）
◎月160,000～180,000円

３人フル

72-1530株式会社ぶなの里

店舗業務（レジ係、品出し、配達等）
普通自動車運転免許
◎時1,033円

1人パート

76-2323(有)ラブリーしおだ

・家電製品販売、修理　・電気工事、電気通信工事
普通自動車運転免許、電気工事士免許（あれば優遇）
◎月200,000円～250,000円

1人フル

求 人 情 報

飯南町無料職業紹介所
（役場商工観光振興室内）
　76-2214

　無料職業紹介所で受け付けた求人を紹介します。詳しい内
容を知りたい方、このほかの求人情報をご覧になりたい方は、
お問い合わせください。求人情報の閲覧のみも可能です。

※表示のない市外局番は「0854」です
一覧はHPより
ご確認ください

　紙芝居やワークショップなどを通して、人権の大切
さを学びます。
６月１３日（土）9時00分～12時00分
谷笑楽校（飯南町井戸谷478-1）　

●出演　紙芝居アーティスト　よしと　
　　　　島根県を拠点に全国で紙芝居講演を行う。

紙芝居と歌、レクリエーションなどを組み合
わせた新感覚パフォーマンスが人気。

●その他 「ボッチャ体験会」や昔の遊びコーナー
　　　　　などもりだくさん。
無料　
谷公民館　 76-3629

谷間の楽校　人権学習＋α
６月２６日（金）18時30分～20時30分
さつき会館（飯南町八神117－1）　
チェックポイントを巡りながら志々地区を歩きます。
クイズやゲームを楽しみながら地域の魅力に出会
えるイベント。
 300円　※事前申込が必要です。
志々公民館

　　73-0350

halfナイトウォークラリー

問

問

料

料

イベント情報

…日時《記号の説明》 …場所 …対象 …内容 …締切・期限 …問合せ

①資源ごみになる「食べ物・飲み物が入っていたビン・カン」
はきれいに洗い、フタを外して出しましょう。
②飲み物の入っていたカンは、資源ごみとして出しましょう。
③指定袋には必ず名前を書きましょう。
④収集当日の8時30分までに出しましょう。
●詳しいごみの出し方は、「ごみ分別冊子」、ホームページを
　確認ください。 
●町公式LINEで分別方法を確認できます。

…期間

ごみの分別に気をつけましょう

　イノシシやシカなどの有害鳥獣による農林
産物への被害が深刻化している一方、狩猟や
捕獲活動を担う人材は高齢化が進み、担い手
確保・育成が大きな課題となっています。
　狩猟免許の取得は、地域を守る重要な一歩
です。関心のある方はこの機会にぜひ狩猟免
許取得を検討してみてください。

●令和８年度狩猟免許試験日程
　留意事項、事前講習会日程など県ホームページ
でご確認ください。
●狩猟免許取得・更新経費を町が補助します
　令和8年度から銃猟免許の新規取得に加え、銃猟
免許や猟銃等所持許可の更新経費、銃器購入経費も
補助対象として、補助金を拡充しました。

狩猟免許を取得しませんか

氏名の記載なし
直接持ち込みが必要
袋の間違い
ごみの出し方の間違い
ごみ袋を２重にしている
容量を超えている
その他

収集できない理由
106
14
10
533
8
46
41
758

件　数

ごみ収集不可理由の内訳

事務組合
ホームページ

LINE登録

合　計

《散在性ごみ収集活動集計表》

《令和８年度の特徴》

　 いいしクリーンセンター　　72-9217　住民課　　76-2213問

　 産業振興課　　76-2214問

可燃ごみ
びん・カン
プラスチック等
不燃ごみ（金属）

780
310
150
710
1,950

623
170
185
530
1,508

450
200
152
360
1,162

170
134
96
370
770

280
150
90
230
750

210
100
130
70
510

310
90
110
360
870

H29.4.9 H31.4.14 R3.4.4 R4.4.10 R5.4.16 R6.4.14 R8.4.12種   別

計

赤　名
来　島
頓　原
志　々

363
317
507
763
1,950

250
330
322
606
1,508

239
323
422
178
1,162

119
158
203
290
770

181
239
140
190
750

100
140
109
161
510

172
176
266
256
870

H29.4.9 H31.4.14 R3.4.4 R4.4.10 R5.4.16 R6.4.14 R8.4.12地区名

計

●2年前と比較し、全体的にごみの量が増加。令和7年度の中止分があるため増加したものと思われます。
●例年ですが、除雪後の道路資材ゴミ（デリネーター破損、グレーチング破損、工事立て看板破損）が目立つ傾向です。
今後も美しいまちづくりを自治会においてもご理解、ご協力いただきますようお願いします。

島根県
ホームページ

補助金詳細は
町ホームページへ

補助対象経費 内　　　容 補助率（補助限度額）
狩猟免許及び猟銃等所
持許可取得に係る経費

補助率10/10
（上限：200,000円）

第一種銃猟免許または第二種銃猟免許及び猟銃等所持許可の
取得に係る経費（ガンロッカー、装弾ロッカー等の設備購入を含む）

狩猟免許及び猟銃等所
持許可更新に係る経費

補助率10/10
（上限：50,000円）

第一種銃猟免許または第二種銃猟免許及び猟銃等所持許可の
更新に係る経費

銃器購入に係る経費 補助率10/10
（上限：500,000円）

散弾銃またはライフル銃、空気銃の購入に係る経費（替銃身、ス
コープ、銃ケース、負い紐等の付属品を含む）

「有害鳥獣対策後継者確保対策補助金」補助対象経費及び補助額

※令和7年度は雨･強風のため活動を中止しています。

上記「ごみの出し方 分別Q&A」で
分別方法を確認できます。（kg）

〈町公式LINEメニュー画面〉
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森林セラピー通信

森のたより
（一社）飯南町観光協会
　76-9050
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●6月のし尿汲取り日

●6月のごみ収集日

決められた日時を
必ずお守りください。

収集地区 収集日収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

15日（月）1日（月）

22日（月）8日（月）

23日（火）9日（火）

24日（水）10日（水）

16日（火）2日（火） 24日（水）

17日（水）

17日（水）3日（水）

汲取り地区

頓原・志々

赤　名

来　島

汲取り日

6日（土）

22日（月）

12日（金）

10日（水）

26日（金）

　17日（水）

資源物

［クリーン㈱］　 72-1401（頓原地域）
［クリーン㈱］　 76-2441（赤来地域）

頓　

原

赤　

来

雲南市
飯南町事務組合
ホームページ

雲南夢ネットのデー
タ放送や雲南市・飯
南町事務組合ホーム
ページでも確認する
ことができます。

町区、敷波（古城・稲荷・田鍬下）

赤名（上市・中市・下市）、衣掛団地、宮ノ下団地
下赤名住宅地区
上赤名、下赤名、谷、上来島（上来島・安江・横路）、小田真木
野萱（琴麓、町道下三日市橋）、下来島
上来島（杉戸）、野萱（塚原・三日市・野萱・下三日市）

川東、川西（南）

都加賀、奥畑、上区、花栗、長谷、寺沢
敷波（田鍬西・田鍬東・琴引中・琴引奥）
佐見、獅子、川西（谷川・西・才谷1・才谷2）、志津見、角井

［いいしクリーンセンター］　 72-9217

な  

こ

●中山間地域研究センター　　76-2025
https://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

農林大学校林業科に、
新入生８人が入学しました
（林業科７人　早期養成コース1人）

ホームページはこちら

春の安全祈願祭・セラピーガイドの会総会
4月18日（土）、森での活動を安全に見守っていただくため、「春

の安全祈願祭」を執り行いました。奥小田にある金屋子神社と大
神山神社の2社で神事を行い、今年一年の無事故と、訪れる皆さ
まの安全を祈願しました。
　今年は新しいガイドメンバーが増えたこともあり、祈願祭の後
には長里宮司より、2つの神社の歴史や由来について貴重なお
話を伺いました。その後行われたセラピーガイドの会総会では、
令和7年度の事業報告と令和8年度の事業計画について話し合
いました。今回は併せて「ガイド認定式」も実施し、新たに4人の
仲間が誕生。総勢19人の頼もしい体制となりました。

セラピーロードチップ敷
　4月20日（月）に、農林大学校林業科の新入生の皆さんとセラピーロードにウッド
チップを敷きました。坂があり、体力のいる場所でしたが、効率の良い動きで、予定し
ていた範囲以上にチップを敷いて頂きとても助かりました。
　是非、ウッドチップ敷きたての、気持ちの良い森を訪れてみてください。（杉山）
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育
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つ
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松
平
富
美
子

こんにちは中山間地域研究
センターです。

　島根県立農林大学校は、次代の島根県の農林業をリード
する農業者及び林業技術者の養成を教育目的としており、
林業科では実習重視のカリキュラムにより、林業事業体の即
戦力となる人材を養成しています。
　農林大学校林業科（飯南校）は上来島にある中山間地域
研究センター内に併設されており、この３月には13人の学生
が卒業し、県内外の林業事業体へ就職しました。
　また、４月９日（木）には、大田市にある農林大学校本校で
入学式が行われ、林業科７人、早期養成１人の計８人の新入

生を迎え入れました。
　林業科２年生１１人の総勢19人の学生が、この飯南町で林
業に関する知識と技術の習得に励んでいます。
　地域行事への参加などを通して、皆様方と接する機会も
あろうかと思います。その際は声をおかけください。よろしく
お願いします。

島根県立農林大学校　林業科　 76-2100問
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まちのスケジュール

町の人口　4,200人（前月比+21人）  世帯数1,961戸　R8.5.1 現在

オレンジカフェ（赤名福島邸）
住民健診（谷笑楽校）

住民健診（小田体育館）

住民健診（赤名改善センター）〈～19日〉

住民健診（保健福祉センター）〈～24日〉

オレンジカフェ（つがか工房）

住民健診（さつき会館）

オレンジカフェ（上赤名会館）

健康にい～にゃん週間〈～23日〉

国民健康保険料納期限
後期高齢者医療保険料納期限
固定資産税納期限

しまね家庭の日

はぴこ無料結婚相談会（役場本庁舎）※予約制
きじま里山講座ホタル観察会（ふるさと回想館）
halfナイトウォークラリー（さつき会館）

国民健康保険料納期限
後期高齢者医療保険料納期限
町県民税納期限

飯南町消防団夏期訓練（頓原防災拠点施設）

マイトリーコンサート「in the sun」（来島交流センター）

ポピー祭（東三瓶フラワーバレー）

人権学習＋α（谷笑楽校）

頓原中学校区小中学校合同音楽会（頓原中体育館）
赤来中学校区小中学校合同音楽会（赤来中体育館）

きじま寄席　桂弥っこ公演（来島交流センター）

しば餅づくり（来島交流センター）

スマホで
広報誌を
読んでみ
ませんか

　

来
島
公
民
館「
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
」に
参
加

し
た
飯
南
高
校
生
。県
外
か
ら
の
入
学
生

は
、初
め
て
の
経
験
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま

し
た
。

　

タ
ケ
ノ
コ
が
な
か
な
か
掘
れ
ず
苦
戦
す

る
場
面
で
は
、地
域
住
民
が
お
手
伝
い
。「
出

身
は
ど
こ
」「
何
部
に
入
っ
た
の
」な
ど
会
話

を
楽
し
み
な
が
ら
、爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま

し
た
。（
４
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

ほっと。Café（来島保健センター）〈毎週火・水・金曜日〉
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W
e
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シ
ス
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ム
開
発
、D
X
支
援
な
ど
を

手
掛
け
る
株
式
会
社
イ
―
グ
リ
ッ
ド（
出
雲

市
）で
、Ｉ
Ｔ
技
術
を
使
い
、多
様
な
視
点
か

ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
支
援
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
D
i
v
．部
長
と
し
て
活
躍
す

る
山
室
真
里
子
さ
ん（
40
歳
）。

　

様
々
な
経
験
を
積
み
た
い
と
考
え
、現
在

の
会
社
に
就
職
す
る
以
前
は
、バ
イ
ヤ
ー
、営

業
職
な
ど
多
様
な
業
種
に
就
い
て
き
た
と
い

い
ま
す
。

　
「
多
角
的
な
視
点
を
持
ち
、双
方
的
な
判
断

力
を
身
に
つ
け
た
い
。そ
の
た
め
に
は
、幅
広

い
経
験
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
」と
山
室

さ
ん
。「
自
分
に
と
っ
て
ど
ん
な
ス
キ
ル
を
手

に
入
れ
ら
れ
る
か
」を
考
え
な
が
ら
仕
事
を

選
ん
で
き
た
と
い
い
ま
す
。

　

現
在
勤
務
し
て
い
る
I
T
企
業
に
も
未
経

験
で
入
社
し
、勉
強
し
な
が
ら
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
て
き
た
山
室
さ
ん
。幅
広
い
物

事
に
関
心
を
持
ち
、学
び
続
け
る
姿
勢
は
、祖

父
の
お
か
げ
だ
と
い
い
ま
す
。

　
「
祖
父
は
博
識
で
、色
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
人
で
し
た
。植
物
や
歴
史
の
話
な
ど
、

様
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。幼
い
頃
か

ら
、祖
父
の
話
を
聞
く
の
が
楽
し
み
で
し
た
」

と
振
り
返
り
ま
す
。

　

現
在
は
管
理
職
と
し
て
、エ
ン
ジ
ニ
ア
、デ

ザ
イ
ナ
ー
な
ど
多
様
な
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
山
室
さ

ん
。

　
「
多
様
な
職
種
の
力
を
組
み
合
わ
せ
、新
し

い
価
値
を
生
み
出
し
て
い
く
仕
事
。新
し
い

ビ
ジ
ネ
ス
展
開
や
、お
客
様
の
経
営
支
援
に

及
ぶ
こ
と
も
。正
解
が
な
い
の
で
大
変
だ
が

面
白
い
」と
微
笑
み
ま
す
。

豊
か
な
経
験
が
人
生
を

切
り
拓
く

58
このまちに住んで
いようと、なかろう
と、ルーツをたどれ
ば飯南町。生まれや
育ちは違っても、飯
南町に縁やゆかり
がある。そんな人た
ちを紹介します。今
回登場した人が次の
人を指名。つながり
続くよどこまでも。

野萱出身、飯南高卒業。
島根県立大学を卒業
後、京都の商社に就職。
結婚を機に島根にJター
ンし、現在はシステム・
ソフトフェア開発等を
手掛けるIT企業で活躍
（出雲市在住）。

転職を通して経験を積んできたこと
で、一生続けられる仕事に出会えた
という山室さん。「働くスタッフ1人ひ
とりにメリットがあり、個人も会社も
成長できる循環を作りたい」と、管
理職としての目標を話します。

特集  車も自転車もルールを守って安全に

「ようこそ」が響く、春の山
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笑顔と誇りを未来へつなぐまち  飯南

山室　真里子
（旧姓：安部）

やま むろ ま　り　こ


